












〔1〕研究の主旨・目的 

わが国の母子保健水準とくに新生児死亡率,乳児死亡率にみられる医療,保健の水準は,世

界のトップレベルにあるといわれている。また,健康診査,母子健康手帳などの制度の普及

状況も良好な国のひとつである。 

今後のわが国の母子保健は,障害の発生予防,早期発見とともに,一層積極的な健康の増進,

さらには家庭保健の推進や,母子保健の質的多様化が課題である。 

私共は,これらを推進していくために,あらためて諸外国の母子保健の制度や,課題を検討

し,今後の望ましい母子保健のあ.り方,さらには開発途上国に対する協力や援助をはかる

上でも必要な施策を考えるため,本研究を行うこととした。 


